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仲
秋
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

平
素
は
組
合
活
動
に
ご
協
力
賜

わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
こ
こ
一
年
は
私
ど
も
の

紙
管
業
界
に
と
っ
て
も
、
ま
た
日

本
全
体
、
世
界
に
と
っ
て
も
、
未

曾
有
の
時
期
で
あ
っ
た
か
と
存
じ

ま
す
。 

一
〇
〇
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
大
き
な
経
済
的
な
変
化
が

起
き
、
い
ま
だ
そ
の
波
の
中
で
、

復
活
に
邁
進
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、
前
途
は
ま
だ
ま
だ
長
く
、
一

層
の
忍
耐
と
努
力
が
要
求
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

経
済
の
先
行
き
の
不
透
明
さ
に

加
え
、
今
回
の
総
選
挙
で
民
主
党

の
圧
倒
的
な
勝
利
に
よ
る
、
民
主 

党
政
権
の
発
足
に
よ
る
影
響
が
ど 

 

      

の
よ
う
な
方
向
に
向
い
て
い
く
の

か
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
無

い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

厳
し
い
経
済
環
境
の
下
で
す
が
、

私
ど
も
の
紙
管
業
界
に
お
い
て
は

一
層
の
相
互
信
頼
・
協
調
を
も
っ

て
組
合
員
各
社
が
発
展
で
き
ま
す

よ
う
、
組
合
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
存
じ
、
本
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。 

           
 

 

西
日
本
紙
管
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 
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新型インフルエンザ流行 

新型インフルエンザへの対応につきましては、５月の国内における新型インフルエ 
ンザ発生を受けて、適切に対応頂いているものと承知しておりますが、今般の新型 
インフルエンザについては、全国的に患者の発生が続いており、全国で１０名の方 
が死亡しております。このような状況を踏まえ、貴団体におかれましては、手洗い 
やうがいの励行等、感染拡大防止対策の実施に努めて頂くとともに、感染拡大防止 
対策の実施をお願いいたします。 

厚生労働省 新型インフルエンザ関連情報 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html 
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さ
て
、
去
る
五
月
十
四
日
静
岡

県
熱
海
温
泉
「
熱
海
後
楽
園
ホ
テ

ル
」
に
お
き
ま
し
て
、
当
組
合
第

四
十
三
回
通
常
総
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。 

総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
組
合

員
五
十
九
社
（
内
委
任
状
出
席
二

十
九
社
）
の
出
席
を
得
ま
し
て
、

平
成
二
十
年
度
収
支
決
算
書
、
平 

成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
案
・
収

支
予
算
案
、
の
件
を
審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員

改
選
で
は
、
春
山
正
智
氏(

大
和
川

紙
工
㈱)

、
増
田
基
由
氏(

立
山
製
紙

㈱)

に
代
わ
り
ま
し
て
、
新
理
事
に

春
山
礼
孝
氏(

大
和
川
紙
工
㈱)

、
高

平
和
明
氏(

立
山
製
紙
㈱)

が
就
任

致
し
ま
し
た
。 

尚
、
新
理
事
長
に
は
下
畦
正
明

氏
（
西
日
本
紙
管
株
式
会
社
）
が

再
任
、
副
理
事
長
、
専
務
理
事
、

各
事
業
委
員
長
も
留
任
致
し
ま
し

た
。 総

会
終
了
後
は
、
恒
例
の
懇
親

会
を
開
催
、
組
合
員
相
互
の
親
睦

が
よ
り
深
ま
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

翌
日
は
晴
天
の
中
、
大
熱
海
国

際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
「
総
会
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
開
催
さ
れ
、

中
島
氏(

大
栄
紙
管
㈱)

が
優
勝
さ

れ
ま
し
た 

第
四
十
三
回 

通
常
総
会 

開
催
報
告 

組
合
員
台
帳
及
び
組
合
員
名
簿
作
成
に
つ
い
て 

 

七
月
に
メ
ー
ル
に
て
お
願
い
致
し
ま
し
た
標
記
調
査
を
、
ま
だ
ご
返
送 

頂
い
て
い
な
い
組
合
員
様
に
早
急
に
お
送
り
頂
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
賜 

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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他業種見学会 in 福井 

       

さ
て
、
去
る
六
月
二
十
六
日
、

名
古
屋
市
「
ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
」
に
お
き
ま
し
て
、

当
組
合
青
年
部
会
第
十
二
回
通
常

総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
青
年

部
会
員
二
十
四
社
（
内
委
任
状
出

席
九
社
）
の
出
席
を
得
ま
し
て
、

平
成
二
十
年
度
総
会
資
料(

平
成

二
十
年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
十

一
年
度
事
業
計
画
案)

の
件
を
審

議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
の
総
会
に
て
ご
承

認
頂
き
ま
し
た
「
青
年
部
会
年
会

費
の
徴
収
」
に
つ
き
ま
し
て
も
再

度
審
議
の
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
併
せ
て
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。 

本
年
度
も
青
年
部
会
活
動
に
ご

協
力
、
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
生
産
日
本

一
」
を
誇
る
福
井
県 

鯖
江
市
に
於

き
ま
し
て
、
会
員
十
三
社
の
参
加

を
得
、
め
が
ね
会
館
と
福
井
め
が

ね
工
業
（
株
）
様
の
本
社
工
場
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 
 

福
井
県
の
眼
鏡
メ
ー
カ
ー
は
、

国
内
の
製
造
業
が
国
外
へ
進
出
し

て
行
く
中
に
あ
っ
て
、
新
素
材
開

発
や
優
秀
な
加
工
技
術
に
よ
り
、

国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
に
高
い

評
価
を
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
。「
同

じ
製
造
業
と
し
て
モ
ノ
づ
く
り
の

姿
勢
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、

厳
し
い
競
争
の
中
で
の
生
き
残
っ

て
行
く 

為
の
ヒ
ン
ト
を
掴
む
」
を

今
回
の
勉
強
会
の
目
的
と
致
し
ま

し
た
。 

 

二
〇
〇
を
超
え
る
工
程
の
ほ
ぼ

全
て
を
自
社
で
製
造
・
加
工
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
為
に
社
員
数
が

二
〇
〇
名
強
と
な
り
、
労
働
分
配

率
が
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
と
の

こ
と
。
し
か
し
、
高
い
品
質
・
技

術
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
上
で
、

機
械
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
と
い

う
資
源
が
一
番
重
要
だ
と
い
う
こ

と
を
仰
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
製
品
開
発
に
も
非
常

に
熱
心
で
、
最
近
で
は
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
（
強
度
が
あ
り
、
軽
量
且
つ

地
球
上
で
豊
富
な
金
属
で
環
境
に

優
し
い
）
を
用
い
た
フ
レ
ー
ム
を

開
発
さ
れ
る
な
ど
、
現
状
に
満
足

し
な
い
、
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
感
心
致
し
ま
し
た
。 

 

工
場
見
学
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
海
外
と
の
競
争
に
つ
い
て
の

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ご
存
じ
の

通
り
、
海
外
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
長
年
、

福
井
県
内
の
眼
鏡
会
社
で
Ｏ
Ｅ
Ｍ

（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
製
造
）
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
中
国

に
そ
の
市
場
を
奪
わ
れ
つ
つ
あ
り
、

低
価
格
帯
商
品
の
大
半
は
中
国
で

の
生
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
対
抗
策
と
し
て
、 

①
福
井

県
独
自
の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
２
９
１
（
ザ
・

フ
ク
イ
）
」
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成 

 

②

品

質

の

高

さ

を

ア

ピ

ー

ル 

③ 

・
安
物
を
安
易
に
追
わ
ず 

④

高
機
能
・
高
付
加
価
値
分
野
へ
挑

戦
す
る
等
々
あ
り
、
業
界
は
違
え

ど
、
参
考
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
今

回
快
く
工
場
見
学
を
受
け
入
れ
て

下
さ
い
ま
し
た
、
福
井
め
が
ね
工

業
（
株
）
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

青
年
部
会
報
告 

第
十
二
回
総
会
開
催
報
告 
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今
回
は
、「
紙
管
製
造
基
礎
技
術
の

最
新
動
向
」
と
題
し
ま
し
て
、
紙
管

製
造
に
欠
か
せ
な
い
、 

①
紙
管
原
紙 

 

②
接
着
剤 

 

③
製
造
機
械 

 

の
三
項
目
に
関
し
ま
し
て
、
今
一
度

原
点
に
還
り
基
礎
技
術
の
再
確
認
を

す
る
と
共
に
、 

・
最
新
技
術
情
報 

・
今
後
の
動
向 

・
国
際
情
勢
等 

を
左
記
メ
ー
カ
ー
様
よ
り
お
伺
い
致 

し
ま
す
。 

①
紙
管
原
紙
＝
レ
ン
ゴ
ー
㈱
様 

②
接
着
剤
＝
昭
和
高
分
子
㈱
様 

③
機
械
設
備
＝
生
田
鉄
工
㈱
様 

 
 

非
常
に
厳
し
い
経
済
状
況
が
続 

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
様
な
状
況 

下
だ
か
ら
こ
そ
、｢

現
状
否
定
式｣ 

で
、
構
造
改
革
を
行
い
、
現
状
の 

経
済
環
境
の
現
実
を
受
け
止
め
て
、 

我
々
「
紙
管
業
界
」
も
「
進
化
」
し

な
け
れ
ば
間
違
い
な
く
絶
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
。 

 

其
の
第
一
段
階
と
し
て
、「
基
礎
技

術
及
び
最
新
動
向
」
を
研
修
会
の
題

材
に
致
し
ま
し
た
。 

 

幹
部
方
々
は
勿
論
の
事
、・
現
場
作

業
者
・
品
証
・
新
入
社
員
の
方
々
に

も
お
役
に
立
て
る
研
修
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
。 

 

お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、
万

障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
参
加

頂
け
ま
す
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

。 

合同研修会開催  
紙管製造基礎技術の最新動向 

１０月１４日（水）１３時より 

第一部 紙管原紙について 

①「紙管原紙の諸物性について」 

水分の影響・リングクラッシュと ISO ショートスパ 

ン圧縮強さ等 

 ②「紙管のＩＳＯ規格について」 

ISO 11903：紙管の試験方法の概要等 

 【講師】  櫻井 幸彦 氏   

    レンゴー株式会社尼崎工場長 

 

第二部 紙工用接着剤について 

 各種紙工用接着剤として使用されている 水系エ 

マルジョン型接着剤の基礎組織と 紙管製造に適 

した接着剤の性状及び、紙管の耐性強度に関わる 

要員について 

①接着理論 

②エマルジョンとは 

③酢酸ビニル樹脂、エチレン酢酸ビニル樹脂エマ

ルジョンの性質 

④紙管用途における接着剤の必要物性 

  ⑤接着剤を取り巻く環境問題 

【講師】  溝田 和也 氏   

     昭和高分子株式会社 

  龍野研究所エマルジョン研究室研究主査

 

第三部 最新の機械関係状況について 

  昨年後半からの景気低迷に対応すべくこれから 

更なる品質の向上、コストの削減を進め、競争力 

の向上を目指すための機械の説明について 

①スピード力アップ・ロス時間の短縮 

②省力化等(作業者の負担を減らす) 

 【講師】  曽我 哲至 氏   

          生田鉄工株式会社代表取締役 

研修会会場  ホテル ルブラ王山 
http://www.rubura.org/access/access.html 
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東
部
地
区
部
会
で
は
、
平
成
二
十
一

年
二
月
十
一
日
よ
り
十
三
日
ま
で

「
中
国
上
海
研
修
会
」
を
開
催
致
し

ま
し
た
。 

 

研
修
会
の
計
画
は
昨
年
の
春
に
は

決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
月

の
紙
管
原
紙
値
上
に
伴
う
製
品
へ
の

価
格
転
嫁
が
進
ま
な
い
事
、
金
融
機

関
に
よ
る
経
済
の
混
乱
等
に
よ
り
、

一
時
は
中
止
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
中
国
経
済
は
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
中
国
の
同

業
者
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
知

る
事
は
ま
た
と
な
い
機
会
で
は
な
い

か
と
考
え
実
行
し
ま
し
た
。 

 

訪
問
先
で
は
不
況
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
活
気
の
あ
る
中
国
企
業
、
経
営

者
の
姿
を
見
て
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。 

 

紙
管
メ
ー
カ
ー
で
は
技
術
・
品

質
・
原
紙
・
接
着
剤
等
質
問
さ
れ
、

日
本
の
技
術
に
対
し
て
熱
い
視
線
を

感
じ
ま
し
た
。 

駆
け
足
の
四
日
間
で
し
た
が
、
中

国
市
場
の
変
化
は
激
し
く
、
定
期
的

に
観
測
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
品
質
の
要
求
に
技
術
が
高
ま

っ
て
い
く
状
況
は
、
日
本
の
高
度
成

長
期
を
思
い
起
こ
し
、
紙
管
原
紙
に

対
し
て
も
品
質
要
求
度
に
合
わ
せ
改

善
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
安
い
労
働
力
と
品
質
力
、
技

術
力
が
つ
け
ば
、
我
々
に
と
っ
て
無

視
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
百
閒
は
一
見
に
し
か
ず
」「
驕
る
平

家
は
久
し
か
ら
ず
」
一
度
中
国
事
情

も
気
に
掛
け
ら
れ
る
事
を
お
勧
め
致

し
ま
す
。 

東
部
地
区
部
会
会
長 

武

川

和

義 

武
川
産
業
㈱
代
表
取
締
役 

東

部

地

区

部

会 

中

国

研

修

会

報

告 
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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
市
場
の 

創
造
と
開
拓 

 

厳
し
い
経
済
情
勢
下
、
中
小
企
業
は

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

二
〇
世
紀
の
代
表
的
な
経
済
学
者
の

一
人
で
あ
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
一

九
三
〇
年
代
の
世
界
大
恐
慌
を
目
の
当

た
り
に
し
な
が
ら
も
、
新
た
な
事
業
に

挑
戦
す
る
企
業
家
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
）
の
役
割
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

不
況
期
を
、
既
存
の
事
業
で
余
剰
と
な

っ
た
経
営
資
源
が
新
た
な
成
長
分
野
に

移
動
し
て
い
く
契
機
と
捉
え
、
企
業
家

が
経
営
資
源
の
新
た
な
結
合
を
行
い
、

経
済
成
長
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
と

い
う
、
動
態
的
な
過
程
と
見
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。
い
わ
ば
、
企
業
家
に
と
っ

て
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。 

 

我
が
国
の
中
小
企
業
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
そ
の
創
造
性
や
機
動
性
を
い
か
ん

な
く
発
揮
し
、
市
場
が
求
め
る
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
開
発
し
、
現
場
の

知
恵
と
絶
え
間
な
い
工
夫
か
ら
成
る
中

小
企
業
ら
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
し
て
き
た
。
中
小
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
、
高
度
な
技
術
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活
で
の
ひ

ら
め
き
、
現
場
で
の
創
意
工
夫
、
ア
イ

デ
ィ
ア
を
形
に
す
る
努
力
等
、
実
に
多

様
な
取
組
の
結
晶
で
あ
る
。
そ
し
て
、

我
が
国
経
済
が
生
み
出
す
付
加
価
値
の

半
分
を
担
っ
て
お
り
、
活
力
の
源
泉
な 

の
で
あ
る
。 

 
 

現
在
、
世
界
経
済
が
減
速
し
、
外
需

も
内
需
も
減
少
し
て
お
り
、
所
得
や
資

産
が
減
少
し
た
人
々
の
ニ
ー
ズ
も
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
一
方
で
、
地
球
温

暖
化
問
題
、
食
の
安
全
・
安
心
、
高
齢

者
の
増
加
に
対
応
す
る
な
ど
、
新
た
な

対
応
を
求
め
る
ニ
ー
ズ
は
潜
在
的
に
は

増
大
し
て
い
る
。
新
興
諸
国
で
は
、
中

長
期
的
に
は
人
口
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
か
ら
、
景
気
変
動
は
あ
る
も
の
の
、

需
要
は
増
大
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。 
 

 

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
を
的
確
に

把
握
し
、
将
来
の
展
望
を
改
め
て
描
き

直
し
た
上
で
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
供

給
し
て
い
く
た
め
、
中
小
企
業
は
、
経

営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
知
的

財
産
、
人
材
、
資
金
等
の
経
営
資
源
の

新
た
な
結
合
を
図
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

中
小
企
業
で
働
く
人
材
の
意
欲
と 

 
 

能
力
の
向
上
に
向
け
て 

 

中
小
企
業
の
経
営
者
が
最
も
重
要
と

考
え
る
経
営
資
源
は
「
人
材
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
我
が
国
企
業
が
提
供
す
る
就

業
の
場
の
七
割
を
担
っ
て
お
り
、
中
小

企
業
で
働
く
人
材
が
付
加
価
値
の
生
産

を
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
我
が
国

経
済
の
活
性
化
の
鍵
で
あ
る
。
中
小
企

業
の
経
営
者
が
、
従
業
員
と
と
も
に
、

顧
客
に
喜
び
を
与
え
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
仕
事
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

仕
事
の
達
成
感
を
分
か
ち
合
う
と
と
も

に
、
仕
事
を
通
じ
て
従
業
員
の
成
長
を

促
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
潜
在

能
力
を
高
め
、
そ
れ
を
最
大
限
発
揮
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
が
好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

百
年
に
一
度
の
危
機
と
言
わ
れ
る
今
、

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
経
営
者
と
従

業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な
価
値
の

創
造
に
挑
戦
し
、
我
が
国
経
済
の
活
路

を
切
り
開
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。 

 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
人
材
で
活
路
を
開
く

 
 

出
典
「
中
小
企
業
白
書
２
０
０
９
」
中
小
企
業
庁
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カーボンフットプリントとは、直訳すると<<炭素の足跡>>です。「どこ」で「ど

れだけ」CO2 が排出されたかを「見える化」したものです。 

私達が、生産している紙管は、製造されてから廃棄されるまでの一生を通して多くのエネルギーを

必要とします。そのエネルギーは、主に石油や石炭、天然ガスなど化石燃料から得られ、地球温暖

化の原因となる CO2 を大気中に排出します。 

「カーボンフットプリント」とは、これらのライフサイクルの各過程で排出された「温室効果ガスの量」を

合算した結果、 得られた全体の量を CO2 量に換算して表示することを言います。 

  

2008 年 7 月に閣議決定された「低炭素社会づくり行動計画」において、消費者への「見える化」とし

てカーボンフットプリントの制度化への推進・普及を表明しました。このことにより、日本におけるカー

ボンフットプリント制度の導入に向け、CO2 排出量の算定・表示・信頼性の確保などの基本ルールを

検討することになりました。 

当組合としては、紙加工団体の対応方針（日印産連さんと協力して紙製容器包装のＰＣＲ

策定を行うことの是非等）のもと、「容器包装勉強会（産業環境管理協会が事務局）で纏

めた「容器包装共通ＰＣＲガイドライン」に沿って、日印産連さんと協力して一緒に紙製

容器包装のＰＣＲ策定を行って行きたい。」と考え、ワーキング・グループに参加し、少

しでも楽に組合員各位にユーザーから求められる紙管製品の CO2 排出量算定方式の作成

を勉強しています。 

詳しくは、http://www.cfp-japan.jp/event/index.html をご覧下さい。 
CFP 制度をめぐる現状、CFP 制度試行事業に関する講演等のみならず、環境問題や企業 
で活躍する有識者の参加のもと、パネルディスカッションの実施等も予定されています。 

昭和高分子の

紙管用接着剤

取締役社長 柏 田 邦

本 社 〒101-0054 
 東京都千代田区神田錦町

3-20 
 電 話  03-3293-8844 （ 代

表） 

支 店 大阪・名古屋・福岡
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東洋ﾌｧｲﾊﾞｰのフワットライト 
 紙管用超低密度紙 

世界初の軽量クッション紙 

  ☆特長☆ 
 ①軽量化：密度 0.2g／cm３（一般紙の約 1/4）
 ②ｸｯｼｮﾝ性：合成発泡基材と同ﾚﾍﾞﾙのｸｯｼｮﾝ性 
 ③環境適合性：主成分は天然素材のﾊﾟﾙﾌﾟ

東洋ﾌｧｲﾊﾞｰ株式会社 
         本社 TEL055-966-9284 
         大阪 TEL06-6231-2731 

青年部会 研修会のお知らせ 

 
日時 平成２２年３月１９日(金)午後１時～５時  

場所 大阪市内(未定) 

 

テーマ      

不況を乗り切る 

従業員のやる気を出させる賃金制度改革 

               (仮称) 

講師 ㈱賃金管理研究所 副所長 

 

＊青年部会員だけではなく、皆さまも 

ぜひご参加下さい。 

＊詳細は後日ご案内申し上げます。 

全国紙管工業組合 事務局 
〒540-0003 大阪市中央区森ノ宮中央 1-16-16

℡06-6945-0459 fax06-6946-6108 
e-mail alljappt@mta.biglobe.ne.jp 
http:www.zenkokushikan.jp 


